
南山発電所系
（当社の油）鮎の瀬発電所

（17,600kＷ）

南山発電所
（4,300kＷ）

川上川第一発電所
（9,300kＷ）

至 鮎の瀬堰

嘉瀬川ダム

嘉瀬川発電所
（3,000kＷ）

川上川第五堰

嘉瀬川

別紙

油流出経路

位置図

嘉瀬川水系水系名

17,600ｋＷ定格出力

11.00ｍ３/ｓ最大使用水量

192.00ｍ有効落差

昭和33年9月11日（経年60年）営業運転開始

佐賀市富士町大字小副川
字永淵1440番地１

所在地

諸元（鮎の瀬発電所）

川上川第一発電所系
（当社の油とは無関係）

取水ダム
水 路

発 電 所

油 膜

ｵｲﾙﾌｪﾝｽ

水 槽

川上川第二発電所
（2,280kＷ）

※ ストレーナ：水圧鉄管の水を機器冷却水として使用するため、水圧鉄管の水をろ過する装置
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圧油集油槽

　①漏油返油ポンプ故障

機器からの漏油

放水庭

　⑤放水庭に流出した油が南山発電所を経由して南山発電所放水口に流出

ストレーナ※から

　③床面のくぼんだ穴に油が流入

　④床面のくぼんだ穴と埋設排水管が繋がって
　　いたため、埋設排水管内に油が流入(推定)

床面

漏油槽

　②油流出（約１５０ℓ）

：埋設排水管


